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新規ハイブリッド・ナノ粒子を用いた高機能デジタル素材の
開発と省エネルギー型液晶ディスプレイへの応用

事業の概要

　液晶やその周辺部材にナノ粒子を添加することで新しい機能を付与する技術を開発する。種々のナノ粒子と有
機保護剤とで構成される「ハイブリッド・ナノ粒子」の合成・量産化技術の開発、液晶への分散安定化技術の開発、
及びナノ粒子添加液晶ディスプレイ製造プロセス技術の開発とその評価を行うことにより、低温応答性にも優れた
低電圧駆動の超高速・超精細省エネルギー型の液晶ディスプレイを開発することをはじめとした、新規デジタル素
材の研究開発を行う。

1. 新規ハイブリッド・ナノ粒子の合成と液晶への分散技術の開発
　　液晶に対して分散安定性に優れたハイブリッド・ナノ粒子のための保護剤を開発し、これにより安定化されたナノ粒子

　の実用液晶に対する相溶性を検討する。

2. 各種酸化物ナノ粒子の合成と液晶及び高分子配向膜へのハイブリッド化技術の開発
　　各種酸化物ナノ粒子の液晶とのハイブリッド化を目指し、酸化物及び複合酸化物ナノ粒子の合成と表面改質の検討を

　行う。

3. ナノ粒子添加省エネルギー型液晶ディスプレイの組立と評価
　　液晶へのナノ粒子添加により、液晶表示の動作電圧の低減、駆動回路の消費電力低減、動画表示性能の向上を図る。

4. ナノ粒子添加省エネルギー型液晶ディスプレイ製造プロセス技術の開発
　　目標技術の開発に向け、ナノ粒子添加配向膜やシール剤について検討する。

マリン・イノベーションによる地域産業網の形成

開発された新商品群

事業の概要

　優れた地域水産資源の高度利用、特殊機能成分の探索・抽出・精製等の高付加価値化技術、品質保証技術を開
発し、生産から加工、流通、消費までの地域内での一貫した産業機能を革新して、水産業・食品加工業を中心とした
国内外でも有数の技術革新産業の創造基地実現を目指すものである。

1. 特殊成分の組成・ゲノム解析・連鎖型マリンガーデンシステムの構築
　　フコイダン等の機能性を解明、持続可能な生産・増殖システムを海
　中・陸上で展開し、新たな海藻資源発掘を目指す。

3. 機能性と感質に基づいたフードデザインシステム
　　旨味や食感を強調した乾燥食品加工技術を開発する。

5. 公定法を超える高感度の分子生態学的微生物モニタリングシステム
　　現在の検査法より簡易・迅速・高精度な検査装置を開発する。

2. 機能性成分の医・薬・工・食分野における利活用
　　海藻粘性多糖類の食・医分野への応用とイカ墨色素
　粒子径制御技術の開発を行う。

4. 生体組織の機能保持メカニズムの解明と応用
　　各種魚介類の鮮度保持技術を開発する。

6. 生体成分情報による生物種・産地鑑定とトレーサビリティ
　　偽装品防止のための産地鑑定技術と生産から消費ま
　での追跡情報提供技術を開発する。

3. 事業化間近の多数の研究成果を達成
　1）特殊成分の組成・ゲノム解析・連鎖型マリンガーデンシステムの構築
　　・ガゴメコンブのライフサイクルを解明し、促成栽培による高価　
　　　値ガゴメ生産を実現した。

　3）機能性と感質に基づいたフードデザインシステム
　　・農水畜産物の乾燥における水分挙動を解明し、多様な食品へ　
　　　の応用と商品化を実現した。
　　
　5）公定法を超える高感度の分子生態学微生物モニタリング
　　・公定法では不可能な損傷細菌の定量測定に成功し、迅速細菌　
　　　検査システムの事業化に目途をつけた。

2）機能性成分の医・薬・工・食分野における利活用
　・ガゴメコンブの機能性成分利活用方法を解明した。
　・イカ墨の可食性インクとしての事業化に目途をつけた。

4）生体組織の機能保持メカニズムの解明と応用
　・イカの組織代謝機能を解明し、生鮮品の鮮度保持に応
　　用した。
　
6）生体成分情報による生物種・産地鑑定とトレーサビリティ
　・コンブ類の種別・産地判別に成功した。

都市エリア産学官連携促進事業における代表的な成果
1. 厚みと広がりが増した産学官連携基盤が有効に機能
　・「函館国際水産・海洋都市構想」のもと、都市エリア事業を活用し、地域の大学、公設試、産業界が極めて親密な関係を築き、特色
　　あるマリンバイオクラスターの基盤を構築し、事業終了後も産学官連携ネットワークを活用した様々な取り組みが持続的に進行
　　している。 
　・事業の直接効果として、平成20年度末までに、商品化113件、累計経済効果約32億円を創出した。
　・参加企業数は発展型事業開始時の53社から、事業終了時には91社（平成20年度末）へ大きく増加した。
　・二十数社の参加企業が共同で新規開発商品の販売促進のためのアンテナショップを開店するなど、事業終了後も参加企業によ
　　る事業化の取り組みが継続している。
　・ガゴメコンブ養殖事業が開始され、生産者が増加するなど水産業も活性化し、地域の小中学校、高校においても新産業創出をテー
　　マに教育活動を実施するなど、波及効果は極めて広範囲に及ぶ。

2. 研究成果をもとに、多数の新商品を開発
　・ガゴメコンブの有効成分を利活用した90品以上の商品を創出した。
　・「活スルメイカ」輸送等の高鮮度保持を特長とした商品や関連生産財の商品化に成功した。
　・魚介類、もち菓子、麺類、調味料などの高品質乾燥食品の商品
　　化に成功した。
　・新型食品乾燥機の商品化に成功した。
　・トレーサビリティ情報提供支援システムの商品化に成功した。

核となる研究機関
山口東京理科大学

核となる研究機関
北海道大学大学院水産科学研究院、北海道立工業技術センター
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産…宇部興産（株）、（株）トクヤマ、ＤＩＣ（株） 他
学…山口東京理科大学 
官…山口県産業技術センター

主な参加研究機関
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産…共和コンクリート工業（株）、（株）道水、（株）古清商店　他
学…北海道大学大学院水産科学研究院、函館工業高等専門学校、公立はこだて未来大学　他 
官…北海道立工業技術センター、北海道立食品加工研究センター

主な参加研究機関

ナノ粒子添加狭ギャップTN色順次方式液晶表示パネル試作機

都市エリア産学官連携促進事業における代表的な成果

● 省エネルギー型色順次方式3種類のＬＣＤの試作に成功！

　　実用液晶に対する分散安定性、液晶セルへの注入、駆動電圧及び応答速度の検討によって選抜されたハイ

　ブリッド・ナノ粒子を添加した下記3種類の試作機の作製に成功した。

①PSV-FLCD、4インチ、SVGA（800×600ピクセル）

　　FLC材料、光重合材料の開発により、応答時間が20μs～400μsとTNの10～100倍高速となり、明るさは

　TNの70%にまで向上し、動作電圧は15Vから10Vへ低減した。

②10cm×10cm×2μm、24×24ピクセル狭ギャップ 

　TN-LCDを用いたFSC-LCD

　　3種類の液晶と3種類のナノ粒子をそれぞれ組み合わせる

　ことにより数種類の試作機を作製した。いずれも良好な動作

　性を示した。これらの試作機の中で、立ち上がり時間が-20%

　改善されたものが見出された。

③PSV-FLCDを用いたマイクロディスプレイ

　　明るさはTNの約70%に向上した。構造が簡単で、TNの

　10倍～100倍の高速性と広い色範囲などの優れた特徴が確

　認できた。

財団法人　やまぐち産業振興財団
〒７５３-００７７　山口県山口市熊野町１-１０（NPYビル１０階)　
                　TEL. ０８３-９２２-３７００

●一般型　（平成１８～２０年度） ●発展型　（平成１８～２０年度）

財団法人　函館地域産業振興財団
〒０４１-０８０１　北海道函館市桔梗町３７９番地　
                　TEL. ０１３８-３４-２６００小野田・下関エリア 函館エリア


